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西東京市議会議員 田村ひろゆき

2018年12月初当選。無所属1期目。1978年7月西

東京市向台町生まれ。向ヶ丘幼、上向台小、田無一中、

中央大学杉並高、中央大学法学部政治学科卒。

元旅行会社社員、武蔵野大学職員、衆院議員秘書。

議員インターンシップの運営を柱に若者の政治参加を進

める活動に20年以上関わってきました。政治を少しでも

身近に感じてもらえるよう、取り組んでまいります。

徹底した情報公開・市政をもっとわかりやすく。

市政報告かわら版は、議会翌月の1・4・7・10月発行予定です。

@tamurahiroyuki.nishitokyo

西東京市の道路は課題がいっぱい！01

北町5～6丁目の３・３・14号線
500mにわたり横断歩道がない

市民の方から多くのご意見・ご要望をいただくのが市内の道路です。
３月議会ではそのうちの一部を取り上げて質問しました。

保谷新道 東京都が優先的に無電柱化
を検討している路線 早期整備を求める

ＭＵＦＧパークの北側・西側には銀行側
が一定の歩行空間を確保するとのこと

３・４・９号線と東大農場通り
の交差点に横断歩道を要望

六角地蔵尊交差点の所沢街道北西側
横断歩道がなくなり不便になってしまった

子どもの命最優先！通学路の安全対策を02
各小学校では毎年「通学路安全点検」が行われていますが、令和２年度・３年度と同じところが点検箇所として
挙がり、対策が進んでいない例が数多くあると厳しく指摘しました。特に市が管理する市道の部分については、
万が一の事故が起きれば市の責任が問われかねません。市長からは「子どもたちの命を最優先にしっかりと安全
対策を取っていきたい」との答弁がありました。早急に取り組むよう求めます。

他にも課題箇所は
たくさんありますが・・・ 令和４年度中に、LINE

により道路や公園の不具
合を画像で報告するしく
みができる予定です。



街頭報告会＆オンライン報告会(議会トーク)のお知らせです

学校(がっこう)のトイレをきれいにします
& 図書(としょ)カードがもらえるよ

これから１年間(ねんかん)、西東京市(にしとうきょうし)が、なににいくらおかねを
使(つか)うかをきめました。たくさんのひとが「なおしてほしい」といっていた学校
のトイレは、床(ゆか)をなおしたり、便器(べんき)を洋式(ようしき)にしたり、手洗(てあら)いを自動水栓
(じどうすいせん)にとりかえたりします。もうきれいになっている学校もあります。なつやすみまえに
は、小学生(しょうがくせい)、中学生、高校生世代の方に図書(としょ)カード3,000円(えん)をくばります。

こども
かわらばん

おとなのかたへ：トイレ改修工事は令和4年度末までに、建替や大規模改造で改修済の学校を除く、小学校12校、
中学校7校で実施します。図書カードは市立小中学校の児童生徒には各学校で、その他の方には郵送で配布します。

４月23日(土)に街頭報告会を開催します。※荒天等中止の場合はHP・SNSでお知らせ

10時00分～東伏見駅北口 11時00分～西武柳沢駅南口
12時00分～田無駅北口 14時00分～ひばりヶ丘駅南口 15時30分～保谷駅南口

また、下記日程でオンライン(ZOOM)による議会報告会(議会トーク)を開催します。
４月24日(日) 10時00分～11時00分 ※ＨＰ、電話、メール等で事前にお申込みください。

編集後記
４月１日から成人年齢が18
歳に引き下げられました。西
東京市では成人式をこれまで
通り20歳で実施しますが、
そもそも「成人式」ではあり
ませんね。名称等は今後決定
するそうですが、これを機に
あり方を再検討してみては。

令和４年度一般会計予算が成立しました。総額は770億9,000万円です。
目玉事業の一つとされている「高齢者応援事業」は、65歳以上の高齢者約５万人に
5,000円分の電子商品券を配るというもの。フレイル予防や、生活応援が目的との
ことですが、安易な「バラマキ」にも映ります。外出や交流、フレイル予防の取組
にどうつなげていくか、十分に工夫していただきたいと思います。

キャッシュレス決済ポイント還元事業、市内消費喚起事業(電子商品券方式による
プレミアム応援カード)が令和４年度も実施されます。キャッシュレスの取扱事業者
が３社に拡大するなど改善も見られますが、一時のカンフル剤的な施策で、継続的
な市内経済の振興につながるとは思えません。多額の税金を使う内容でもあり、コ
ロナ後を見据えて、今後のあり方は検討を、と指摘しました。

「ゼロカーボンシティ宣言」を行い、公共施設の電力を再生可能エネルギー由来の
ものに切り替えていくなど、脱炭素社会に向けた取組を加速させようとしているこ
と、子ども食堂への補助、児童館日曜開館の拡充や学童クラブへのWi-Fi整備など、
子どもにやさしいまちを目指した取組に力を入れようとしていることは評価します。

活動報告
1月から3月にかけての
田村ひろゆきの活動をご紹介

11人の議員団による街頭リレートーク 教育長にオンライン授業等の要望提出 タブレット端末の試行導入 高校生インターンシップ受け入れ

HP・SNSでも発信中！

令和４年度一般会計予算が成立
～安易な「バラマキ」に終わらせるな～03

■ゼロカーボンシティを軸に施策の見直しを

公共施設屋上等での太陽光発電、シェアサイクルの普及
促進、今後のはなバス事業の見直しにはゼロカーボンシ
ティガイドラインにある「公共交通の充実」という視点
を入れること、電気自動車が対象外となっている心身障
害者自動車燃料費助成事業の再検討など、さまざまな具
体的な提案を行いました。

賛成２１
自民⑨公明⑤
立憲②ネット②
小峰納田田村

反対５
共産④
森(て)

■「市議会議員によるSNS等の投稿に関する決議」

3月議会最終日、表題の決議が自民党会派から提出され、賛成
多数で成立しました。SNSの発信は基本的に個人の責任にお
いて行うもの。議会で仮に何らかのルールを作るとしても、
議会運営委員会の場で丁寧に合意を積み重ねて決めるべきも
のです。そうした合意形成なしに、賛否が分かれる中で採決
されてしまったのは非常に残念です。私は反対しました。


